
ノース・オブ・イングランドは地理的にちょう

ど英国の中央部にあたり、西側が北西イングラ

ンド地域、東側がヨークシャー・ハンバー地域だ。

マンチェスターやリバプール、リーズ、ヨーク

などの街があり東海岸と西海岸に港湾が開け、

伝統的に英国の製造業を支えてきた地域でも

ある。ここが現在、英国や欧州だけでなく世界

的に注目されるバイオテクノロジーの中心地

のひとつとして急成長している。

もともと製薬産業が盛んで国際的な製薬会

社が拠点を設けているうえ、欧州最大の生物

科学学部と薬学部を有するマンチェスター大

学をはじめ世界的にも名高い大学があったこ

とで、研究開発機関や臨床試験機関などバイ

オテクノロジーのコミュニティーが確立されて

いる。中核的研究開発センターも数多く、「前

臨床試験／遺伝子導入施設」「バイオインフォ

マティクス／データマネージメント」「癌研究」

「ゲノミクス」「組織工学／創傷治癒」に強みを

発揮している。これら研究分野の拠点はマン

チェスター大学やリバプール大学、ヨーク大学、

リーズ大学などの大学が中心で、英国ティッシ

ュエンジニアリング・センターや幹細胞生物学

産学連携センター、ウェルカム・トラスト細胞基

質研究センター、ブロンド・マッキンドー神経

再生グループなどの研究センターがある。

特にティッシュエンジニアリングや幹細胞と

いった再生医療分野の研究能力が世界的にも

認められている。「バイオジャパン2004」の講

演でその一端が披露される予定で、リバプー

ル大学でティッシュエンジニアリングの細胞・

分子メカニズムの評価技術に焦点を置くジョ

ン・ハント博士やヨーク大学で分子発癌を研究

するジェニー・サウスゲイト教授、シェフィール

ド大学で骨組織の修復を専門とするポール・ハ

ットン教授、細胞治療の開発を進めるインター

サイテックス社を設立したポール・ケンプ博士

らが今の動きを伝えてくれるはずだ。

高度な研究開発を基に大学からスピンアウト

したベンチャー企業が続々誕生し、大学や研究

機関と企業が緊密に連携することは、この地域の

バイオクラスターの成長には欠かせないが、この

点で開発公社が果たしている役割は大きい。バ

イオクラスターを強固なものとするため北西イ

ングランド地域では「バイオナウ」、ヨークシャー・

ハンバー地域では「バイオサイエンス・ヨークシャ

ー」が、産学連携の推進とライフサイエンス企業

や臨床試験サービス企業のニーズに対応したイ

ンフラの整備を進めている。「マンチェスター・バ

イオインキュベーター」では、インターサイテック

ス社やマンチェスター大学からスピンアウトした

レノボ社が活躍し、「ヨークバイオセンター」も新

規参入や発展段階のバイオサイエンス企業に研

究設備とオフィススペースを提供している。ヨー

クシャーでは大学・研究機関の成果を企業の活

動に結びつけることを目指す「産業連携センター

（CIC）」のネットワークがあり、ヨーク大学内に

2002年に開設された「科学技術施設」では、最

先端設備や専門技術者を企業にも開放している。

こうしたバイオ企業に最適といえる環境は、海

外の企業もひきつけている。日本からも島津製

作所が進出し、マンチェスターに島津欧州研究所

と英国子会社クレイトス社を持っている。クレイ

トス社は精密機器メーカーで、タンパク質解析

に使用される質量分析装置や表面分析装置がこ

こで開発・生産され全世界に輸出されている。

実は2002年にノーベル化学賞を受賞した田中

耕一氏も、研究所とクレイトス社に1997年から

5年間在籍し、質量分析装置の高性能化を目指

すため基礎研究および製品開発に携わっていた。

来年春には、リバプールに国立バイオマニュフ

ァクチャリング・センターのオープンが予定され

ている。これは臨床試験用のバイオ新薬を開発

製造する施設で、新薬の研究開発から商業化ま

での時間を短縮するものだ。こうした次々と出て

くる新たな動きは、バイオの世界におけるノー

ス・オブ・イングランドの活力を物語っている。
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